
学校施設バリアフリー化推進指針の改訂について

□高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）の改正等を踏まえ、
「学校施設のバリアフリー化等の推進に関する調査研究協力者会議」（主査：髙橋儀平東洋大学
名誉教授）において、「学校施設バリアフリー化推進指針」の改訂案も含めた推進方策を検討。

□令和２年12月に取りまとめられた報告を踏まえ、文部科学省として同指針を改訂し公表。

第１章 学校施設のバリアフリー化等の推進に関する基本的な考え方

第２章 学校施設バリアフリー化等に係る計画・設計上の留意点

学校施設バリアフリー化推進指針

（主な改訂内容）
・インクルーシブ教育システムの理念を構築し、障害のある児童生徒等の教育環境を
充実していく重要性を明記。

・バリアフリー法改正を踏まえ、既存施設も含めた学校施設のバリアフリー化を一層
推進していく重要性を明記。

・校舎や屋内運動場などの建物内部はもとより、敷地内の経路等も含めたバリアフ
リー化の重要性を明記。

・障害のある児童生徒と障害のない児童生徒との交流及び共同学習の円滑な実施への
配慮の重要性を明記。

・良好な避難生活など求められる防災機能を発揮できる学校施設として計画していく
ことの重要性を明記。

（主な改訂内容）
・バリアフリー化の整備計画の策定に際し、学校施設を利用する地域の障害者、高齢者、
妊産婦等の意見を聞き、検討することの有効性を明記。

・バリアフリー化の整備計画の策定に際し、学校施設のバリアフリー化の現状に加え、
配慮を要する児童生徒や教職員の在籍状況、避難所の指定状況等を調査し、安全かつ
円滑な利用に対する障壁を的確に把握すること、重点的・優先的に対応すべき施設・
設備を明確化し整備目標を設定すること等の重要性を明記。

・学校施設の長寿命化改修の機会の活用を含めたバリアフリー化の重要性を明記。

（主な改訂内容）
・使いやすく、安全で快適な各室計画となるよう、教室等の計画や、移動しやすい屋内
の通路、円滑に利用できる階段、トイレの洋式化、車椅子使用者用トイレ、出入口の
整備など、計画・設計上の留意点を追記。

１ 学校施設のバリアフリー化等の視点

２ 既存学校施設のバリアフリー化の推進

学校施設のバリアフリー化等の推進に関する基本的な考え方や
計画・設計上の留意点等をまとめたガイドライン


